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ようとした新古典派経済学の

動は，自由な労働者すなわ

ある。発展途上諸国から発

か不自由かが問題ではなく

入り込む。また先進国から

であることが前提となるだろ

か否かという問題よりも，

のである。したがって労働

経済学方法論が問題なので

ち高度・高等教育を受けた

展途上国への移動は，不熟

，単なる働き口を求めてで

資本・商品・技術などの移

う。むしろ今日の労働力

難民，失業者，低所得層な

力移動の問題を直線的・線

ある。

第２次世界

きた。第１は

ある。第２は

２．現代にお

大戦後の 年代まで国際的

，ヨーロッパ周辺国とくに東

，フランス，イギリス，ドイ

ける労働力移動問題の特徴

労働力移動は，主に３つの

欧，ギリシア，トルコなど

ツ，オランダなど旧植民地

タイプに分類することがで

から西欧への労働者移民で

宗主国への発展途上諸国の

人々の移民で

ルジェリア人

ダに最初に入

島。オランダ

コ，ギリシア

コ人であった

ヨーロッパか

ある。ドイツには，ギリシャ

，ポルトガル人，スペイン人

ったのは，旧植民地出身者で

はインドネシア，東インド諸

，トルコ人。スウェーデンは

。第３は，アメリカ，カナダ

ら，後にはアジア，ラテンア

人，トルコ人，旧ユーゴス

，イタリア人，西アフリカ

，イギリスはインド，パキ

島，スリナムの人々。ベル

，フィンランド，旧ユーゴ

，オーストラリアへの移民

メリカなどの移民が増大す

ラビア人。フランスは，ア

の人々。イギリス，オラン

スタン，旧英領カリブ海諸

ギーは，スペイン，モロッ

スラビア，ギリシア，トル

で，最初はイタリアなどの

るようになった
）
。

年

変えることに

ラビア人など

ンス，イギリ

の絶対的過剰

る。さらに

世界恐慌以降，ヨーロッパ諸

なった。ドイツはガストアル

のいわゆる単純・肉体労働者

ス，ベルギーなどでは，移民

をもたらしただけでなく，本

統合の進展は，産業構造

国での長期不況は，国際的

バイターに象徴されるトル

の雇用を中断し，本国への

の制限が課せられるように

国労働力の失業状態を加速

の転換を余儀なくし，同時に

労働力移動の形態を大きく

コ，ギリシア，旧ユーゴス

送還が問題となった。フラ

なった。長期不況は労働力

化することになったのであ

外国人労働力政策をも変
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えることになっ

また世界経済

多様性を生みだ

立命館経済

た
）
。

の構造転換の進行は，新しい

した。これらの変化は，

学（第 巻・第２号）

形での世界的規模の移民や急

年代から 年代の初頭に急

増するエスニシティの

速に進んだ。旧ソビエ

ト圏の崩壊，湾

トヘイトの崩壊

ンアメリカでの

経済成長と政治

年代に急

はその要因を次

先進諸国から

岸戦争，パレスチナ占領地域

，アフリカ全体に蔓延する戦

独裁政権から不安定で累積債

統合などが含まれる
）
。

速に進展した世界経済の転換

のように列挙している。

の資本の輸出の増加と，以前

に広まったインティファーダ

争や飢饉および危機，アジア

務に苦しむ民主主義国家への

と労働力移動の変化について

発展途上にあった地域での工

，南アフリカのアパル

の急成長と発展，ラテ

移行，西ヨーロッパの

，カースルズ・ミラー

業化の展開による世界

規模の投資パタ

の進展。高度先

要とするサービ

形態の臨時化，

イノリティのメ

けるメカニズム

さらにカース

は次のような傾

ーンにおける変化。製造業

進諸国における伝統的な熟練

ス部門の拡張。先進諸国の経

パートタイム労働の発達，不

ンバーを，臨時的でインフォ

を通じた，ジェンダー，年齢

ルズ・ミラーは，こうした変

向をもっている，としている

における肉体労働者の必要性

労働の崩壊。熟練労働者と不

済におけるインフォーマル・

安定な雇用状況の増大。多く

ーマル・セクターの仕事へと

，エスニシティに基づく労働

化が新しい移民形態を生みだ

。

を減少させる 革命

熟練労働者の両方を必

セクターの発達。雇用

の女性，若者およびマ

向かうように圧力をか

力階層の増大
）
。

すことになるが，それ

西欧諸国への

加と新しいエス

行する。北米や

移民の供給地の

い（国内および

数採用する。難

（旧ソ連の崩壊後

労働移民が減少する。かつて

ニック・マイノリティが形成

オセアニアの「古典的な移民

変化と多様化が進展する。新

国際）移民動向が発生する。主

民や亡命者の大量移動が増大

とくに）東から西への移動も

の外国人労働者と植民地労働

される。南欧諸国は移民送出

国」への主に経済的動機によ

興工業諸国の経済的・社会的

に石油輸出国は開発途上国か

する。これは，一般に南から

目立つ。一時的あるいは永住

者の家族呼び寄せの増

国から移民受入国へ移

る移民は続行されるが，

変動と結びついた新し

らの外国人労働力を多

北への動きであるが，

移住の流れの双方にお

いて，非常に高

カースルズ・

第１に，地球規

は多種多様な経

の加速化であり

難民，定住者の

のタイプの移住

度な資格を有する人材の国際

ミラーは，移民の傾向につい

模化していること。出身地の

済的，社会的，文化的背景を

，現在でも移民が主な地域で

どれかといった単一のタイプ

者に対処することになるなど

的流動性が増大する
）
。

て次のように整理する。最近

多様性が増大し，その結果，

もつ入国者を受け入れること

増加している。第３は，ほと

の移民をとり扱うのではなく

多様化している。第４は，女

年間の移民の傾向は，

ほとんどの移民受入国

になる。第２は，移民

んどの国は労働移民，

，同時にそれらすべて

性の移民増大である。

すなわちあらゆ

としている
）
。

こうしたカー

国内における労

様化した要因に

している。さら

る地域で生じるあらゆるタイ

スルズ・ミラーの分析に対し

働移動が国際的移動をもたら

よって生じており，サッセン

にサッセンの提起のほかに発

プの移住で女性の役割が増大

てサスキア・サッセンは，多

す契機になるとしている。現

は多国籍企業による直接投資

展途上諸国への援助の増大も

していることである，

国籍企業の進出による

代の労働力移動は，多

を労働力移動の主因と

労働力移動を促すので

（ ）



ある。援助に

資によっても

直接投資は

国際的労働力

よって商品経済化が進展し，

援助と同様な現象が生じる。

，被投資国にとって新規産業

移動に関する諸論点（岩田）

同時に農村から都市へ賃労

の導入による生産力の増大

働者化が進む。また直接投

，部品・原材料供給などの

関連産業の育

用労働者の拡

増大させる。

れる。都市と

アフリカ諸国

するものが増

住を促すこと

成，雇用の増大，所得の向上

大は，高賃金を求めて都市へ

それらの人々はやがて多くの

農村部の経済格差は拡大して

あるいは中南米・カリブ海諸

大する。国内における地域間

になる。ここでの移住者は，

さらには種々な租税増大効

の移住を促す。都市の人口

失業者とともに都市近辺で

いくし，産業間・企業間の

国では職を求めてアメリカ

・産業間賃金格差は，高賃

高度の教育を受けた専門技

果をもっている。とくに雇

増大は職に就けない人々を

のスラム生活を余儀なくさ

賃金格差も拡大していく。

合衆国への移住を図ろうと

金国であるアメリカへの移

術者と単純労働者の２極に

分かれる。専

る。

労働力移動

今日の技術・

働者の過剰を

に２極化する

働者を国際的

としている。

門技術者は高賃金を求めてで

は専門技術をもった一部の労

生産力発展は，専門技術者の

生み出している。製造業企業

傾向にある。したがって企業

規模で求めようとするし，単

こうした事態は労働力移動を

あり，単純労働者はなによ

働者と単純・低賃金労働力

必要性が増すとともに他方

の労働力需要は高度専門技

は高度専門技術者に関して

純・低賃金労働力もまた国

促進する契機となっている

りも職を求めての移住であ

に２極分解する傾向にある。

で中間的な技術を有する労

術者と単純・低賃金労働力

は，国籍を問わず優秀な労

境を超えての採用を図ろう

。

ただし多国

て，発展途上

労働力は，

専門技術者と

展開を一層可

めの生産を拡

の海外生産の

籍企業が進出した国で高度専

諸国の場合は多国籍企業の技

現地で調達することになる。

単純・低賃金労働力という労

能にすることになる。多国籍

大する場合もあれば，進出先

拡大は，本国からの技術者・

門技術者を調達するのは，

術者の移住を伴うことが一

したがって資本主義生産の高

働力の２極化をもたらすと

企業は進出先で低賃金労働

での市場拡大を求める場合

管理労働力の移動をもたら

多くは先進国の場合であっ

般的である。単純・低賃金

度化（技術発展）は，高度

ともに多国籍企業の国際的

力を用いたコスト削減のた

もある。そして多国籍企業

すとともに，他方で専門技

術者，単純・

援助あるい

水力発電ダム

会基盤整備を

は，プロジェ

は，産業基盤

接投資・工場

低賃金労働力の受け入れを促

は直接投資の増大に伴う労働

・電力，鉄道，上下水道など

目的として行われることが多

クト援助と称した社会基盤整

が整備されることにより製造

建設を促進することになる。

進するという事態を招くこ

力移動は次のように整理で

の産業基盤の整備ならびに

い。とりわけ世界銀行など

備に目的を限定した援助が

業の立地が可能になること

また直接投資は新しい産業

とになる。

きる。援助は道路，港湾，

学校・教育，病院などの社

の融資あるいは２国間援助

行われている。援助の効果

と，さらには外国からの直

の導入を可能にするし，関

連産業の発展

用の増大が期

あるいは産業

しかし援助

別格差，賃金

込まれるので

が期待できる，また新規技術

待される。このように援助あ

構造の転換，賃金労働者の増

，直接投資は発展途上諸国の

格差などを引き起こす。とり

あるから発展途上国の自立化

の導入は既存の産業に与え

るいは直接投資は，発展途

大をもたらす契機となって

経済発展に寄与するとして

わけ直接投資は，多国籍企

あるいは産業政策とは無関

る影響も大きい，さらに雇

上諸国の工業化・産業発展

いる。

も他方で地域間格差，産業

業の世界的生産配置に巻き

係に進行する。また多国籍

（ ）



企業，アメリカ

ムは，発展途上

克服を政策化

立命館経済

などの機関投資家，短期資

諸国での金融市場整備，中央

することを要求する。こうし

学（第 巻・第２号）

本あるいは ，世界銀行に

銀行のコントロール，さらに

た構造調整を行うことがで

よる構造調整プログラ

はインフレーションの

きない発展途上国は，

・世界銀行

る。

したがって発

ことになる。

，ブラジ

は大量の失業者

は の構造

の融資を受けられないばか

展途上諸国は， ・世界

年代後半からのアジアある

ル，メキシコなどは ・世

と大規模な産業構造の転換を

調整プログラムを政策化する

りか，多国籍企業の進出さえ

銀行の構造調整を受け入れる

いは 年アジア通貨危機後

界銀行の政策を取り入れたの

強いられたのであった。また

ことができず，むしろ民族・

も行われないことにな

政策を余儀なくされる

の東南アジア，アジア

である。その結果韓国

多くのアフリカの諸国

部族対立，内戦などの

諸問題が生じる

生産力水準ある

るという事態と

アフリカは

ウラニウム，コ

アメリカ，ヨー

などの整備のた

の雇用は，現金

ようになった。エチオピア，

いは を超えることがで

なっている。

年・ 年代は「冷戦」を最

バルトなどの戦略的鉱山資源

ロッパあるいは日本は，アフ

めの援助を拡大した。この過

収入をもたらすだけでなく商

エストニア，モザンビークな

きないばかりか，隣国との戦

も深刻に受け止めた地域であ

を有した国に対しては，援助

リカの資源を求めて鉄道，道

程で多くの労働力を雇用する

品経済を促進することになっ

どのように 年代の

争・内戦が頻繁に起こ

った。とくに銅鉱石，

合戦も繰り広げられた。

路，発電設備，通信網

ことになった。労働力

た。商品経済化の進展

は農村部におい

物・輸出作物へ

こうした転換は

後半からの長期

アフリカ諸国へ

商品経済化およ

になったのであ

ても進行する。農民は現金収

の転換を図ることになる。ア

それなりの効果をもったであ

不況は，アフリカ諸国産出の

の援助を減額することでもあ

び賃労働者化の進展によって

る。

入を求めて都市労働者へ転出

フリカ諸国に対して援助が継

ろう。しかし二次わたる石油

戦略物資の必要性を減少する

った。こうしてアフリカは，

，多くの失業者を生み労働力

する，あるいは商品作

続して行われていれば，

危機さらには 年代

ことになった。それは

援助政策がもたらした

移動を加速化すること

また 年の

った。その結果

カ諸国は経済発

族・部族間の対

している中では

フリカの各地域

ている。もちろ

旧ソ連の解体は，ソ連・東欧

アフリカ諸国は，経済発展か

展から取り残されれば，民族

立は，援助が拡大している限

援助の取り合いによる民族・

で民族間・部族間戦争が勃発

んアフリカ諸国の国境は，イ

諸国あるいは中国などの援助

ら完全に取り残された地域と

・部族などの対立を再び引き

りにおいては問題を大きくし

部族間の対立は激化し，難民

しているのは，経済発展の停

ギリス，フランス，ポルトガ

が削減されることであ

なっていった。アフリ

起こすことになる。民

なかった。援助が減少

を増大させた。今日ア

滞が大きな要因になっ

ル，ベルギー，ドイツ，

イタリアなどに

発展停滞の根元

の旧ソ連・東欧

きいのである。

よる植民地支配によって設定

的原因は，ヨーロッパ諸国に

諸国とアメリカ・西ヨーロッ

されたものである。したがっ

よる植民地支配であるが，さ

パのいわゆる東西対抗あるい

てアフリカ諸国の経済

らに第２次世界大戦後

は冷戦による影響も大

（ ）



国際的労働力

３．労

移動に関する諸論点（岩田）

働力移動の論点整理

第２次世界

うな複雑化す

な単純なプッ

経済学の領域

ことができる

第１に，国

大戦後の国際的労働力移動は

る傾向にある。それは経済学

シュ・プル論では説明できな

から現代における国際的労働

。

際的労働力移動は，受け入れ

，単なる経済現象としての

の一つの考え方である新古

い状況であることは前述の

力移動の問題を整理すれば

国の「労働力不足」のもと

み捉えることができないよ

典派経済学が提起するよう

通りである。そこで改めて

，次のような特徴を揚げる

で行われる。すなわちアメ

リカ，カナダ

である。移民

的には 世紀

に代表される

はなく，低賃

力の不足現象

第２に，国

ットランドな

，オーストラリア，ニュージ

送り出し国における過剰労働

のアイルランド，スコットラ

現象である。しかし今日の

金・危険を伴うなどの労働

である。

際的労働力移動は経済格差に

どはイングランドに比べて生

ーランドなど労働力不足か

力，過剰農民の存在は，移

ンド，ドイツ，ポーランド

「労働力不足」は，必ずしも

力および 産業などに見られ

よって引き起こされる。

産力水準は劣っていたため

ら生じる移民受け入れ政策

民を促進する。それは具体

などからの北アメリカ移民

絶対的不足を意味するので

る高度技術を有した労働

世紀のアイルランド，スコ

に「新天地」であるアメリ

カ移民が拡大

原因となって

第３に，国

つて資本主義

部となった。

態もあった。

第４に，商

した。また発展途上国から先

いる。

内における過剰労働力，過剰

の本源的蓄積期における未熟

あるいは植民地宗主国の土地

品経済化の進展のもとでの現

進国への労働力移動は，所

農民の存在が労働力移動を

練の過剰労働者，過剰農民

無し農民，失業者などは，

金収入を求めての賃労働者

得格差が大きいこともその

促すという側面である。か

の存在がアメリカ移民の一

植民地に移住するという形

化の増大と貧困層の拡大は

労働移動を促

の労働移動を

的である。

第５に，国

対的高賃金国

ニカからハイ

較的富裕な層

進する。あるいはグローバル

促す，今日ではヒスパニック

際的労働力移動は低賃金国

）への移動など賃金格差を原

チへの移動など多様化してい

は先進国へ移動する傾向が

化の進展の中での貧困層の

といわれる中南米地域から

から高賃金国への移動および

因としている。，たとえばミャ

るが，絶対的貧困層は発展

ある。それは低賃金国の専門

拡大は，現金収入を求めて

のアメリカへの移住が典型

低賃金国から低賃金国（相

ンマーからタイへ，ドミ

途上国間の移動であり，比

技術者（例えば 技術，看

護婦など），高

近でのロシア

の移動などと

第６に，商

の要因とは異

国から低賃金

等教育を受けた相対的な高所

からの専門技術者海外移動

しても現れている。

品，資本，技術，サービス，

なった形態として現れている

国への移動などさまざまであ

得者層は，高賃金国へ移動

，インドの 技術者のアメリ

情報の移動に伴う労働力移

。これらの移動は，高賃金

るが，近年日本人の労働力

する現象となっている。最

カ，ヨーロッパ，日本へ

動は，所得・賃金格差など

国から高賃金国へ，高賃金

移動は，この領域での移動

（ ）



である。

第７に，

差による労働力

立命館経済

による研修生などの名目で

移動と関連しているが，

学（第 巻・第２号）

の労働力移動である。研修生

といういわば「合法的」な

は第５で示した賃金格

名目での安価な労働力

確保政策という

第８に，家族

ンスなどの移民

第９に，政治

アフリカ，中近

移民あるいは

政治的迫害など

正確が強い。

・親族などの呼び寄せによる

受入の多い国での政策であり

・経済・民族戦争などによる

東さらには中東欧諸国での紛

移住は彼らの「自由意思」に

は他律的な出来事であるが，

労働力移動である。とくにア

，近年その数は増大傾向にあ

難民の労働力移動である。第

争・戦争は，難民を増加して

よって行われる。もちろん戦

それでも他国への移住は少な

メリカ，カナダ，フラ

る。

２世界大戦後はアジア，

いる。

争，飢饉，自然災害，

くとも本人の意思が示

されている。し

もので労働者の

る強制的移住が

国民経済の特

という現象を生

労働力移動論

化した理論では

働力移動を「類

かし資本，商品，技術などの

意思は事実上無視されるいわ

増大しているのは，多国籍企

殊性あるいは孤立性は，他の

み出す。その意味では労働力

はリカード以来の経済学の枠

なく，国民経済の歴史的特殊

型化」していく方法・理論

移転に伴う労働力移動は，企

ば企業による強制的移住であ

業の世界大での活動を要因と

国民経済との経済的関係を持

移動は，特殊歴史的，国民的

組みあるいは新古典派経済学

性を踏まえた要因分析が必要

は，新しい要因（例えば，戦争

業の命令に基づいての

る。こうした企業によ

している側面が強い。

ったときに労働力移動

特異性から生じる。

のように線形化・単純

である。したがって労

，民族紛争など）が生じ

た場合適用でき

れまでの労働力

が，こうした方

働力移動の問題

） グロー

ないことになる。「類型化」

移動分析は，流入国側からの

法論も再考の余地がある。と

をどのように位置づけるかも

バリゼーションの進展と国際的労

理論の限界性を明らかにする

あるいは遅れた発展途上国・

くに資本，商品，技術などの

今日の重要な課題である。

注

働力移動の拡大についてカース

ことも必要である。こ

地域から行われてきた

国際的移動にい伴う労

ルズ・ミラーは，次のよう

な位置づ

「移民を孤立

ション（地

ど各種の移

とえば，難

て動く不熟

リーの周辺

名古屋大学

またカー

けをしている。

した現象として分析することは

球世界化）の一側面なのである。

民はすべて，これらの広汎な変化

民の移動は永住移民のはじまりで

練労働者の移動連鎖を促す可能性

に発達してきたのである。」（カー

出版会， 年， ページ。）

スルズ・ミラーは移民の拡大に伴

不可能である。つまり，移民は

永住移民，短期契約労働者，専

から生じている。どのカテゴリ

もあり，専門家流浪人の移動は

がある。さらに大規模な不法移

スルズ・ミラー『国際移民の時

うグローバリゼーションの進展

社会変動やグローバリゼー

門家流浪人，難民の移動な

ーも相互依存的である。た

，その同じ道を逆にたどっ

住者の移動は，合法カテゴ

代』関根政美・関根薫訳，

について「移民の女性化が

進むと家族

出すことに

ン化するこ

る。

） サスキ

） ここで

形成がそれだけ安易になるだろう

なるだろう。そうなると，すべて

とになるだろう。」（カースルズ・

ア・サッセン『労働と資本の国際

の帝国主義という用語は，他国民

し，雇用主も訓練と経験を積ん

の国は移民を通して文化の多様

ミラー『国際移民の時代』 訳

移動』森田桐郎ほか訳，岩波書

経済あるいは他国民を経済的・

だ労働力の継続雇用に乗り

性が進行し，コスモポリタ

， ページ。）と述べてい

店， 年， ページ。

政治的あるいは軍事的に支

（ ）



配また

） サス

森田

国際的労働力

は領有するという意味である。

キア・サッセン，同上書，参照

桐郎編『国際労働力移動』東京

移動に関する諸論点（岩田）

。

大学出版会， 年，参照。

』

）

清水知

また

際分業

結合し

体制で

さらに

（ ）

川北稔訳，岩波書店， 年。

（ ）

久訳『労働力の国際的移動』明

コーエンは労働力の国際的移動

の歴史的特徴は，自由労働をも

てきたことにある。…資本主義

ある」（同上書， 訳， ページ

コーエンは，「ヨーロッパの膨張

石書店， 年， ページ，を参

論に関して，「資本主義的生産様

っぱら使用したことではない，自

とはさまざまにちがう地位の労働

）として，マルクス，ウォーラ

の初めからこんにちまで，国家

訳『近代世界システム

照。

式によってつくりだされた国

由労働制と不自由労働制とを

者を巧みに組み合わせた経済

ステインの考え方に反論する。

による世界の組織化によって

生みだ

要因と

書，

） マル

メリカ

「ア

まった

家に送

ランド

された国際政治は，その展開過

政治的決定要因とが分かちがた

訳， ページ。）として国際関係

クスは『資本論』第１部第 章

への移民について次のように述

イルランドの天才は，貧民をその

く新しい方法を発明した。合衆

る。今年移住する団体は，それ

にとっては費用がかかるどころ

程で資本主義が生みだした力と相

く結びついているような複合体を

論的視点からの分析の必要性を

「資本主義的蓄積の一般的法則」

べている。

貧困の舞台から数千マイルの遠

国に渡った移民は，残留者の旅費

ぞれ来年は別の団体を呼び寄せる

ではなく，その輸出業の最も有利

互に作用しあい，経済的決定

生みだしたのである。」（同上

提起する。

においてアイルランドからア

方に追い払ってしまう一つの

として毎年いくらかの金額を

。こうして，移民は，アイル

な部門の一つになっているの

である

かに穴

くの人

国内

だった

増して

った。

生産が

。最後に，移民は一つの組織的

をあけるというようなものでは

間を汲み出すものであり，その

に残った人々，つまり過剰人口

か？相対的過剰人口は今日でも

きたということ。農村の困窮が

その原因は簡単である。農業で

人口の絶対的減少よりも速く進

な過程であって，この過程は，け

なく，毎年住民のなかから次の世

ため絶対的人口水準は年々低下す

から解放されたアイルランドの労

年以前と同様に大きいという

再び新しい危機を呼び起こしそう

の革命が移民といっしょに進んだ

んだのである。（

っしてただ一時的に住民のな

代によって補われるよりも多

るのである。

働者にとっては，結果はどう

こと，労賃は同様に低くして

だということ。これが結果だ

のである。相対的過剰人口の

訳『マルクス・エン

ゲルス

ここ

メリカ

生まれ

相対的

ドにお

マル

を示し

が供給

全集』第 巻 ，大月書店，

でマルクスが述べていることは

移民にある。移民がひとたび行

る。それは移住した団体が移民

過剰人口も存在するが，多くは

ける絶対的人口水準を低下する

クスの移民に関する叙述は，必

ている。むしろ移住者による資

不足であることから移住は急速

年， ページ。）

，アイルランドの人口減少はじゃ

われるようになれば，移住を促進

を促すような資金援助を行ってい

農業からの離脱者であった。さら

ことになった。

ずしも相対的過剰人口の存在が移

金の供給が移民を促しているとし

に拡大する。しかし最下層・貧困

がいも飢饉を契機としてのア

するようになってくる状況が

るからである。その移住者は，

に移住の拡大は，アイルラン

住するのではないということ

ている。植民地では労働市場

層にとって移民は容易ではな

い。そ

的過剰

るが。

むしろ

調しよ

マル

クス主

れは移民にあたって運賃，当面

人口の労働者が移住できる状況

こうしてマルクスは移民が必ず

移民が行われても本国では資本

うとしているのである。

クス『資本論』の叙述とは必ず

義の理論に対して，コーエンは

の生活費など多額の費用を要する

にはない。ただし国家によって移

しも相対的過剰人口の創出とは一

の運動によって相対的過剰人口は

しも一致するわけではないが，国

，次のような批判を行っている。

からである。したがって相対

住が保証されるならば別であ

致しないことを述べている。

増大する傾向にあることを強

際的労働力移動に関するマル

（ ）



「完全な

てそうし

のために

立命館経済

説明をするには，移住の過程の

た要因のうちでも，労働力を輸入

記しておくが，構造的要因を重視

学（第 巻・第２号）

両端での構造的諸要因を検討す

する側での労働力需要が決定的

するのは，ただ単に相互関係の

ることが必要である。そし

なものであろう。さらに念

重視反対という先入観のた

めではな

いるので

を法律と

る。」（コ

新古典

は，労働

） 新古典

い。現代の移動の流れは以前より

あり，その中でも労働力輸入国が

して制定するだけでなく，移住

ーエン『労働力の国際的移動』

派経済学およびマルクス主義経済

力輸入国の景気変動に対応する，

派経済学による国際的労働力移動

（

ずっと広汎になっている制度上

最も重要だからである。国家は

者の生活・労働・再生産などの条

訳， ページ。）

学の批判を通じて，コーエンは

としているのである。（同上書，

の理論については，次を参照。

）

の要素によって規制されて

出入国管理政策・移民政策

件を規制しようとしてい

，結局，労働力移動の増減

訳， ページ。）

）

）

薫訳『国

） 同上書

） 同上書

） 同上書

） 年

の不足を

（ ）

。

（ ）

際移民の時代』名古屋大学出版会

， 訳， ページ。

， 訳， ページ。

， 訳， ページ。

オランダにおいて雇用者が不法労

補うため ％，いわゆる汚い産業

， 年， ページ。

働者を雇い入れる理由は，コス

部門 ％，季節労働者 ％，き

関根政美・関根

ト要因 ％，生産のピーク

つい労働８％，労働諸条件

３％，そ

） 新古典

「労働力

クロ的側

側面）を

組みで考

単純化

の他８％となっている。（

派経済学の労働力移動論に関して

移動についてこれまでの経済理

面に主たる関心があり，移動の主

回避してきたきらいがあった。と

えてきた。

してこれを表現すれば，労働者は

（ ）

。）

は，実務的あるいは政策的視点

論は新古典派理論に基礎を置く

体である労働者個人の意思決定

りわけ，伝統的貿易理論では労

賃金（所得）の高低を基準に，

からも批判がなされている。

ものが多く，人口移動のマ

プロセスの分析（ミクロ的

働力を単純な均衡理論の枠

国境を越えて自由に移動す

ると想定

るかぎり

すなわち

他方，受

で労働へ

しかし

このよう

もなりが

ページ

されてきた。そして，送出し国と

，（政府の規制などがないとすれ

，移民によって送出し国の労働供

入れ国側の労働力不足は緩和され

の報酬が均等化してはじめて労働

ながら，今日の国際労働力移動に

な単純均衡型の貿易理論に足場を

たいように思われる。」（花見忠・

。）

受入れ国の間で，労働への現実

ば）労働力移動は止まることなく

給が減少し，賃金水準の上昇が

，賃金水準は下落する。そして

力移動の流れは止まることにな

実態，さらにはそれに関する多

置いた見方では説明しがたいし

桑原靖夫編『明日の隣人外国人

の報酬水準に格差が存在す

継続するとみられてきた。

もたらされると期待する。

，送出し国と受入れ国の間

る。

くの実証的研究を見る限り，

，有効な政策立案の基礎と

労働者』東洋経済， 年，

また移

「最近の

に区別さ

枠組みが

ゆえ祖国

てきた。

になって

民に関してトレンハルトは，新し

大量人口移動にかんがみ，多く

れている状況を脱するには，新し

必要であると力説している。従来

を逃れた人びと）と，「自発的移

しかし，政治的迫害の「古典的」

きている。

いアプローチからの分析に対し

の学者や団体は，「政治難民」と

いアプローチが，そして人口移

，人口移動は，「強いられた移動

動」（社会的経済的理由により移

定義に合致しない人びとがます

て批判を行っている。

「経済難民」がいいかげん

動の分類よりさらに大きな

」（生命と自由剥奪の危険

動する人びと）に分類され

ます多く祖国を離れるよう

（ ）



庇護

「プル

い。国

国際的労働力

申立者の出身国における「プッ

」要因によっては，現在起こって

境を越えた移住の急増は，先進

移動に関する諸論点（岩田）

シュ」要因と，民主主義と豊かさ

いる西ヨーロッパへの大量移住

工業国と第３世界諸国間の社会文

を享受する受け入れ国の側の

現象は完全には説明しきれな

化的関係が根本的に変化して

きてい

ている

失敗に

したま

）

を参照

） カー

およ

ることへの反応でもある。第３

。国際資本主義システムの枠の

終わってきた。第３世界の経済

まである。」（ トレンハルト『

ページ。）

（ ）

。

スルズ・ミラー『国際移民の時

びコーエン『労働力の国際的移

世界諸国は，世界市場のなかにみ

外で経済発展を実現しようとした

構造は総体的には，かつての植民

新しい移民大陸ヨーロッパ』宮島

代』 訳， ページ。

動』清水知久訳，明石書店，

ずから組み込むよう強いられ

かれらの努力は，ことごとく

支配者である先進諸国に依存

喬他訳，明石書店， 年，

，

年， ページ。

） ト

におい

ズすな

ェリア

であり

って国

に現れ

） カー

） カー

レンハルトは『新しい移民大陸

て新しいパターンが登場したと

わち法的に同国人とみなされた

人はかつてフランス市民と認め

これは後に英国市民となるよう

際的なシステムが生まれた。第

た。」（トレンハルト『新しい移

スルズ・ミラー『国際移民の時
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代』 訳，３ページ。

代』 訳， ページ。

界大戦後のヨーロッパで移民

同胞移民あるいはパトリアル

身者である。たとえばアルジ

ド人の移民は英国君主の臣民

年のジュネーヴ協定によ

ある。これはスイスに典型的

ページ。）
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古屋大

スルズ・ミラー『国際移民の時
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